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R01a 統計平衡計算によるNGC 3627のbar-endにおける星形成活動性の起源の探求
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近傍銀河において、星形成が活発な領域と不活発な領域が存在する詳しい理由を明らかにすることは、近傍銀
河研究における課題の一つである。そのために、星形成の材料となる分子ガスの物理状態を調べることが重要で
ある。NGC 3627は、armと比較して bar-endで星形成が活発であることが知られており、我々は南側の bar-end
における分子ガスの物理状態を推定し、星形成活動性と比較した。ALMAで得られた CO(1− 0)、CO(2− 1)、
13CO(1− 0)の輝線データから算出した強度比と、RADEX(Van der Tak et al.2007)を用いた統計平衡モデルを
比較することで、最も星形成が活発と考えられる領域での運動温度と数密度が TK ≃ 30 K、nH2

≃ 8.5×104 cm−3

と周囲より高いことが示された。先行研究では、異なる速度をもつ分子雲が armと barの境界で衝突していると考
えられており (Beuther et al.2017)、この結果は衝突によって高密度となった分子ガスが自己重力によって収縮し
たことが、南側の bar-endにおける星形成活動の起源であることを示唆している (2019年度秋季天文学会R14b)。
今回我々は CO(1− 0)、CO(2− 1)、13CO(1− 0)の位置・速度図において、bar-end付近の複数箇所で 2つの

異なる速度成分を確認し、LVG解析によって速度成分ごとの温度・密度を推定した。armなどの速度分散が小さ
い (∼ 5 km/s)位置では 10K、1× 102 cm−3程度であるのに対し、速度分散が大きい (∼ 30 km/s)場所では、arm
と比較して数倍高い値が見積もられた。速度分散が大きい位置の前後での値はそれより若干低いことから、衝突
によって一時的に温度・密度が上昇している可能性が考えられる。この結果は、bar-endの複数箇所で速度成分
の異なる分子雲同士が衝突を繰り返すことにより、星形成活動が活発になっていることを示唆している。


